
「立野ダムの質問 （対土木部長）」 ２０１７年６月議会  山本伸裕 ２０１７年６月１６日 
 
 次に、立野ダムの問題についてお尋ねします。 
 第一点目に、地震と豪雨被害により、仮配水路や工事用車両の損壊、工事用桟橋の崩壊、崩落土
砂の除去など、ダム建設工事について新しい対策工事などが必要になっているかと思います。917
億円の事業予算は当初よりも膨らみ、県への負担額もそれに伴って増大することが予想されますが、
どの程度の増額を見込まれているのでしょうか。またダム完成後も土砂崩落や流木が流れ込んでく
ることが予想され、地震前の検討時とは比較にならないほどの維持管理費が膨らむことが予想され
ますが、それをどのように見込んでおられるでしょうか。 
 二点目に、ダム水没予定地に降りていく道路は今一か所のみであり、ほとんどの崩壊箇所ではダ
ムの底に降りる道さえ作れない、重機も運び込めない状況となっています。ダム湛水域には今も
30 万㎥もの土砂が堆積していると言われますが、どのような方法で土砂を搬出しようと計画して
いるのでしょうか。また土砂崩壊対策事業はどのように行われていく予定なのでしょうか。 
 三点目に、白川の河川改修の進捗により、河川整備計画で目標としている白川の流下能力は、ダ
ムはなくても達成可能ではないかという点であります。国交省が示した流下能力算定表によれば、
基準点である代継橋で国交省が示した平成２７年 3 月時点での流下能力はスライド余裕高で右岸
側が毎秒 2,691トン、左岸側が毎秒 2,631㌧であります。立野ダムで毎秒 200トンカットし 2300
トンを流すという目標は、すでに河川改修の進捗によって立野ダムなしでも達成されているのでは
ないでしょうか。私はまだ流下能力において目標達成できていない箇所の対策工事を急いで終わら
せることにより、ダムによらない治水が可能ではないかと考えますがいかがでしょうか。 
 以上、土木部長にお尋ねします。 
 
＜土木部長への切り返し＞ 
 
 土木部長からは残念ながら今後の見通しや対策についての具体的な答弁はありませんでした。住
民にとって影響が大きい問題であり、県としてしっかり国に問いただし、つかんでいただきたいと
思います。 
土砂の流入や除去については、立野ダムによらない自然と生活を守る会の皆さんも国土交通省に

公開質問状を出されていますが回答はありません。同会は合わせて５回の公開質問状を出している
のに、一度の回答もないのであります。あれだけ地震や大雨でダム予定地周辺は崩れているのに、
あるいは断層があれだけ走っているのに、ダムを作るなんて本当だろうかという疑問が大きく広が
っているのは当然であります。それに対し、国交省は住民の疑問に答えていこうという姿勢が全く
見受けられないことは非常に問題であります。６月３日、熊日新聞に、立野ダムをめぐる違和感と
題する記事が掲載されました。立野ダムをめぐっては賛成・反対の構図とは別に、安全性への不安
や、復興を優先してほしいなどの意見が出てきたことに対し、国交省はホームページで回答してい
ると繰り返すけれども、誠実さに欠けてはいないか、と指摘したうえで、地震後の安全性について



流域住民に丁寧に説明してほしい、との熊本市長のご発言も紹介されています。県が国交省の建設
促進の姿勢を指示される立場であるというのなら、私は県がぜひ音頭をとって、流域自治体での住
民説明会開催、さらには市民団体の公開質問状への回答を国に迫っていただくよう求めます。 
 


